
令和４年４月１日現在

交通アクセス 京都市営地下鉄烏丸線「北山駅」徒歩４分、京都市バス「府立大学前」徒歩６分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～21:00　（土日 9:00～17:00） 休館日
祝日、第２水曜日、12月28日～翌年１月４
日、蔵書整理期間

施設構造種別 鉄骨造 延床面積 23,940.68 ㎡

２階 （探究フロア）京都資料閲覧室、府大医大図書閲覧室 －

３・４階 府大文学部

展示室 290㎡

駐車場 31台

－

１台１回300円/時間　最大1,200円

－

－
ほっとスペース 25席

ラウンジ 151㎡

学習室 160㎡　44席

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立京都学・歴彩館

施
設
概
要

所  在  地 京都市左京区下鴨半木町１番地29 設置年度 平成28年12月

設置目的

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

大ホール 484席（含　車椅子3席）、控え室１室 午前：40,900円　午後：54,570円　夜間：61,400円

－

府民に京都の文化、歴史等に関する学習及び交流の場を提供するとともに、京都に関する資料等を収集し、保存し、
及び公開することにより、京都における文化の発展及び学術の振興に資する。

経過
昭和38年設置の「京都府立総合資料館」の機能に新たに京都学研究の機能を加え、「京都府立京都学・歴彩館」を設
置。平成28年12月一部オープン、平成29年4月グランドオープン

小ホール 可動席100席
午前：15,300円　午後：20,400円　夜間：22,950円

（半面使用の場合、それぞれ7,650円、10,200円、11,420円）

東京都中央区日本橋3-10-5 オン
ワードパークビルディング

選定方法 公募 業 　種 施設運営管理

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

コングレ・日本管財・丸善雄松堂共同事業体（一部指定管理）

指定管理期間 令和2年4月1日～令和5年3月31日 所在地
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③



人 人 人

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％
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指定管理部分直営部分

コ
ス
ト
負
担

コ
ス
ト
負
担

主な代替・類似施設 主な代替・類似施設
府内及び近隣府県においても、資料館、医大、府大の資料図書室を有しており、一体的に学びの提供をできる
施設はなく、唯一性がある施設である。

主な代替・類似施設

今後５年以内の
建替え、耐震補
強、大規模修繕

必要性（　有　無　）
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）

１㎡あたりｺｽﾄ
（直営支出計／延床面積） 17,895 円

建替え等の
実施時期（見込）

　　　　　　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）

延床面積コスト
（令和３年度）

％
府負担コスト
（令和３年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 11,437 円

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面積） 10,311 円

府負担コスト
（令和３年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 5,015 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）                96.3

延床面積コスト
（令和３年度）

利用者の特徴

地域性
ホール：主に府内
ほっとスペース：館利用者、学生、近隣住民
自主事業：主に府内

年齢層

その他
（時期等）

利用者の特徴

地域性 年齢層

利用者の特徴

用途
その他

（時期等）

利
用
状
況

利用者数

H29年度

R２年度 67,895 人

Ｒ元年度 263,550

年間を通し同じ

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（令和３年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 6,353 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）                96.6 ％

用途

ホール…シンポジウム、講座、学会等
展示室…京都に関する資料、美術工芸品
学習室…自習
京都学ラウンジ…パネル展示、資料配架
探求フロア…各種資料閲覧等

その他
（時期等）

ホール…年中
展示室…年４回に分けて実施
学習室…年中（試験前は混雑）
京都学ラウンジ…年中
探求フロア…年中（秋から冬は増加傾向）

用途
ホール：イベント、式典、セミナー、学会
ほっとスペース：食事、コミュニケーション
自主事業：ワークショップ、セミナー等

府負担割合
（府支出額／収入総額）                97.1 ％

延床面積コスト
（令和３年度）

１㎡あたりｺｽﾄ
（施設運営支出計／延床面積） 28,206 円

利用日数/開館日数R３年度 103,902 人
利用率

算出方法
R３年度 82,261 人

利用率
算出方法

R２年度 11,256 人

主要設備
利用率

（令和３年度）

小ホール

大ホール

H30年度 262,722

R３年度 21,641 人
利用率

算出方法

52 34 0 0

役職員数

人 ピーク時人 ピーク時 令和 元 年度 263,550 3 年度 21,641

H30年度 262,722 人
主要設備
利用率

（令和３年度）

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　　　　　　　　千円 （うち府費　千円、国庫補助　千円）

0 0 0

人員配置
（単位：人）

嘱託職員 臨時職員

うち府派遣 0 0 0

計 69 49 2

0 0 0

利
用
状
況

利用者数

H29年度 213,911 人 ピーク時
昭和
平成
令和

令和

人
主要設備
利用率

（令和３年度）
人

乳児～学生、ミドル層まで様々

小ホール 64.6

人

大ホール 50.420.3 H30年度

6.5 Ｒ元年度

利用日数/開館日数

人 Ｒ元年度 263,550

地域性

ホール…市内8割、府内1割、府外1割
展示室…市内8割、府内1割、府外1割
学習室…ほとんどが市内
京都学ラウンジ…市内8割、府内1割、府外1割
探求フロア…ほとんどが市内だが、遠方もあり

年度

利
用
状
況

利用者数

H29年度

年齢層

ホール…60歳以上が8割
展示室…60歳以上が7割
学習室…学生7割、社会人3割
京都学ラウンジ…60歳以上が8割
探求フロア…50歳以上が6割

臨時職員 その他（       ）

213,911

R２年度 56,639

正職員

人

人

2

0 0 うち府派遣 0 0

0

2

0 16

非常勤 2 0 0 0 2

50 34 0

非常勤

常勤 2 0 16 常勤 2 0 0

0 0 0
人員配置
（単位：人）

役職員数

臨時職員 その他（  ）　 正職員

0

0 0 0うち府派遣 0 0

常勤

非常勤

備　　　　　　考

・R3年度は年間約65回の自主事業を開催
・これまでの歴彩館の利用者層とは異なる幅広い層をターゲットに開催
①リアル謎解きゲーム「狙われし京の歴史」R3.11月～R4.4月
学校・学年単位や旅行会社からの申し込みなど、これまでに歴彩館に来館したことがな
い参加者の割合が非常に高く、ＷＥＢや駅貼りで知り参加するなど認知度向上に繋がっ
ているおり延期開催が決定。(R4年4月20日現在約2,500人が参加。)
【謎を設定している北山街の店舗様の声】
「喫茶店-折り返しにあたり、多くがコーヒーを飲みながら問を解くなど売り上げに繋がっている」
「衣類店-これほど多く参加者がいると思わなかった、店を発見し店名を呼んでくれてうれしい」
「雑貨店-参加者の多さに驚いている、街が明るくなった。」
「美容院-店の看板に多くの人が集まり驚いた、楽し気に問題にチャレンジされている」
②彩市（地元店舗やキッチンカーの出店）
地元のパン屋 こだわり野菜の販売などを実施し地域住民や学生が多く来館。
③下鴨中通ブックフェア（京都の書店15店舗・近隣大学と歴彩館をマッチング）
歴彩館と隣接するプロムナードを活用し歴彩館と親和性のある本をテーマにイベント開
催
④親子、子ども向け講座（子どもカレッジ、知育ヨガ）
子どもカレッジ-恐竜博物館（福井）、大和ミュージアム（広島）、漢字ミュージアム(京
都)、神戸青少年科学館(兵庫)など各専門家を招いたイベントを開催。
⑤各種ワークショップ
・唐紙職人かみ添え-手仕事ワークショップ・写真の編集ー地元出版社とコラボ
⑥落語会（米朝事務所）、怪談話、セミナー等の京都にまつわる講演会などを多数開催
⑦その他ＳＤＧｓの勉強会「ＳＤＧｓってなんだ」など、様々なセミナーを開催
⑧大阪の大学とＰＢＬ（問題解決型授業）で歴彩館をテーマに授業を実施。学生が現地
視察し熟考を重ね、学生から見た歴彩館イベントを企画立案。

自主事業が指定管理者だけの取組にならないように、都度、閲覧室や展示室の案内を
行うなど館全体としての取組となるよう推進。
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計 正職員

0

67 49

その他（       ）

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 嘱託職員 嘱託職員

018 計 17 15 2 018 計

15

収 支

備　　　　　　考

171 ▲ 1,576 171

2,163

そ の 他 収 入 180 391 0

利用料金収入

391

402 2,554

180

収 支 ▲ 650 ▲ 1,576

そ の 他 収 入

222

1,577 収 入 合 計

▲ 650収 支

2,163 1,577

収 入 合 計 402 2,554

4,130 1,406

自
主
事
業

支 出 合 計

4,100物 件 費

30人 件 費

1,037

1,577

4,100 1,186 物 件 費

15 30 220 人 件 費

1,0524,130 1,406

自
主
事
業

支 出 合 計

15

そ の 他 収 入

利用料金収入

備　　　　　　考 備　　　　　　考

・利用料金収入は、保存資料等の利用料(＋令和2年度以前はホール利用料、駐車場料金、複
写料金等含む)
・その他収入は、溶解文書売り払いと広報チラシの広告掲載料と重文修理の国庫補助金、館全
体のシステム経費に係る医大・府大の負担金(R1:11,366 R2:14,018 R3 13,207)

備　　　　　　考

・新型コロナウイルス感染症による休館や時短などの影響により、収入・支出ともに減
（光熱水費の大幅減による収支差額）
・館全体(地階2階～４階)の建物や設備に関する管理運営を行っている為、修繕費の増減有
・複写サービスが令和2年度6,414件、令和3年度6,307件であり、年により増減有
・コロナ負担金　R2：244千円　R3：109千円を府支出額に含む

収 支 29,154 8,1060 0 0 0 0 0収 支 0 0 0 29,154

自
主
事
業

支 出 合 計 1,052

人 件 費

収 入 合 計

物 件 費

備　　　　　　考

利用料金収入 222

244,156
府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

収 支

427,089
府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

710,280 701,219 671,562 439,328 412,558

0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

710,280 701,219 671,562 687,903 660,061 671,245

15,761 16,58716,587 そ の 他 収 入 39,807 34,133 34,376 21,08315,761 0そ の 他 収 入

8,400利用料金収入

409,648 414,272 406,347 305,595 301,589

253,811

8,213 10,021 9,879 145

170,576

収 入 合 計

348,652 331,101 309,470 154,961 126,823 142,982

252,556758,300 745,373

252,556

人 件 費 409,648 414,272 406,347 388,823 386,177 382,758

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 224,657

83,228

141,429

支　出　合　計 758,300 745,373

84,588 81,980

物 件 費

R４予算

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千

円）

年度 H29 H30

246,856

313,558 物 件 費

300,778 人 件 費

物 件 費

5,236 7,459

428,412 443,760

収 入 合 計 254,962

162,268

0 0

248,575

428,412 443,760

93 84

247,503

8,484 利用料金収入

施設全体

348,652 331,101 309,470 296,390 289,091

収 入 合 計 758,300 745,373 715,817 714,367 683,374 696,316

人 件 費

利用料金収入 8,213 10,021 9,879 5,381

R４予算

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千

円）

715,817 460,556

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 H29 H30 Ｒ元 R２ R３

8,106 0

1,037

715,817 460,556

そ の 他 収 入 39,807 34,133 34,376 21,083

7,552

1,186

220

1,577

0

R４予算

直
営
・
指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 758,300 745,373 715,817 685,213 675,268 696,316

直
営

（
施
設
運
営

）
業
務

年度 H29 H30 Ｒ元 R２ R３Ｒ元 R２ R３


